
総合的な学習の時間 学習指導案 

    指導者 〇〇 〇〇 

 

１ 日 時    令和７年１１月〇日（〇） 第〇校時  

２ 学 年    第５学年〇組 

３ 単元名   「光り輝く将来の夢」【キャリア教育で自分の夢や希望とつながる】 

４ 単元について 

 

 

   実社会で生き生きと働く人々との関わりを通して、そこで働く人々の仕事に取り組む姿や仕事に対する思

いや願いを知り、夢や希望をもって自己の働き方や生き方についての考えを深めるとともに、これからの自

己の生き方に生かしていくことができるようにする。 

 

 

○ それぞれの企業が大切にしている理念や、そこで働く人たちの思いや願いがその人の生き方に影響を

与えられていることを理解している。 

○ それぞれの企業や働く人たちの思いや願いを整理・分析し、自分の考えを広げ、自分の将来について

考えたことを相手や目的に応じて表現している。 

○ それぞれの企業で働く人との探究活動を通して、働くことに関心をもち、自己の生き方について考え

を広げ、これからの自己の生き方に生かそうとしている。 

 

 

   自分に自信をもてず、自分の思いや願いを相手に伝えることが苦手な児童が多い。また苦手なことには

無関心である。学校評価アンケートの結果によると「自分にはいいところがある」の項目に肯定的回答を

した児童が７２％であったが、「とてもそう思う」と回答した児童は１０％とかなり低い数値だった。こ

のことから自分に自信をもてない児童が多いことが分かり、苦手なことで失敗する姿を見られたくないな

どの要因から無関心につながっていると考えられる。一方で、自分の得意なことには前向きに取り組む姿

は見られる。総合的な学習の時間アンケートの結果によると「将来の夢はありますか」の項目に肯定的回

答をした児童が８５％と高い数値だった。しかし、「分からない」や「まだ考えたことがない」と回答し

た児童もおり、社会で働いている人と関わる機会が少ないため、将来の夢や仕事に関して関心や見通しが

もてている児童が少ない。 

４月から児童は、「人は何のために働くのか」という問いを立て、自分のこれからの生き方について考

え始めた。３つの企業で働く方に直接インタビューを行ったり、実際に働く体験をしたりする活動を通し

て、実際に働いている方の思いを知り、働くことに対する関心が深まったことで、「自分たちが考えた取

組を実行できるまで提案してみたい」と自分事として考えられる児童が増えてきた。さらに、「マイ・プ

ランノート」を活用することで、自分の将来の自分像がはっきりし、自分の思い描いている将来の自分に

つながる人やもの、出来事との出会いを大切にするようになった。 

  

 

   本単元は、３つの企業（三島食品、アンデルセン、オタフクソース）で働く人と関わることが主な活動

となる。働く人々の仕事に向かう姿や、思い・願いについてふれると共に、働くことが人間形成にどう影

響しているのか考えることで、自分自身の生き方を見つめ直すことができる。そして、見つめ直したこと

をもとに、これからの人生で大切にしたい思いを深めることができる。 

また、食で広島を支え続けてきた３つの企業の思いに触れることで、広島に愛着をもち、広島で生まれ

育った一人として、これからの自己の生き方を探究していくことができる単元でもある。 

 

 

 

目指す子供の姿 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

目標 

○○小学校 



   実際に企業の見学や職業体験をすることを通して、そこで働く人の思いに触れたり、企業と一緒にでき

る活動内容を提案し、一緒に検討してもらったりするなど、繰り返し関わっていく場を設定することで、

企業が大切にしていることや、働く人の思いや生き方を考えられるようにする。 

三社で働く様々な職の方と関わる機会を多く設け、それぞれが大切にしている思いを知ることで、これ

からの自己の生き方を考え、深められるようにする。また、これからの生活の中で自分が大切にしていき

たいことを考え、広げていけるように児童の思いを大切にした単元構成を意識し、思考ツールを効果的に

活用したり、三社の歴史・取組・働く人の思いを聞き合う場を設定したりすることで、三社には会社とし

て大切にしている理念があり、それらが働く人の生き方、考え方に大きな影響を与えていることに気付け

るようにしたい。「人」と継続的に関わる活動を設定したり、自分の思いを深める時間を十分にとったり

（事前学習）、集団での共有場面では、子供たちだけで考えていけるような環境設定を仕組むなどして、

児童が主体的に取り組むことができるようにする。 

三社で働く方の思いだけではなく、自分の身近な人や、自分の将来の夢につながる人が大切にしている

思いを探究することで、自分のこれからの人生で大切にしたい思いをもたせたい。 

また、被爆地ヒロシマを食で支え続けてきた三社が広島を元気にしたいという働く人の思いに触れさせ

ることで、我が町広島に誇りと愛情をもち、広島市民としてのこれからの生き方を考えられるようにした

い。 

 

 

 考えたことを実践する場面では、国語科「文章に説得力をもたせるには」で学習したことを生かし、説

得力のある文章で自分の考えを書き表す力に生かしていきたい。また、グループで話し合う際には、国語

科「よりよい学校生活のために」で学習したことを生かし、考えを広げたり、まとめたりする話し合いを

行うことができるようにしたい。 

働いている人たちの思いを探る場面では、社会科「くらしを支える工業生産」や「情報産業とわたした

ちのくらし」で学習したことを生かし、働く人々の仕事に対する思いを感じ取り、自分たちの考えや生き

方について考えを表現する際に生かしていきたい。 

学習の成果を発信する場面では、国語科「時計資料の読み方」で学習したことを生かし、目的や相手に

合わせて、データや図などを効果的に活用し資料を分かりやすくまとめる際に生かしていきたい。 

また、グループで話し合う際には、国語科「意見が対立したときには」で学習したことを生かし、進行

を考えながら目的に沿って話し合いができるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の評価規準 

つながる学び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 指導と評価の計画 （全７０時間） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 それぞれの企業が大切にして

いる理念や、そこで働く人たち

の思いや願いがその人の生き方

に影響を与えられていることを

理解している。 

○ それぞれの企業や働く人たちの

思いや願いを整理・分析し、自分

の考えを広げ、自分の将来につい

て考えたことを相手や目的に応じ

て表現している。 

○ それぞれの企業で働く人との探

究活動を通して、働くことに関心

をもち、自己の生き方について考

えを広げ、これからの自己の生き

方に生かそうとしている。 

① それぞれの企業や働く人たち

が、地域住民の幸せや、町の発

展を願っていることを知るとと

もに、その人の生き方に影響を

与えられていることを理解して

いる。 

 

② 目的に応じて、職業体験を実

施したり、相手や場面に応じた

方法でインタビューしたりして

いる。 

 

 

③ 自己の生き方を見つめ直すこ

とができたのは、それぞれの企

業で働く人の思いを探究した成

果であると気付いている。 

① 働く人たちの姿や思いから、自

己を見つめ、問いを見出し、課題

を設定するとともに、解決に必要

な調査方法を明確にしながら、計

画を立てている。 

 

 

② 働く人たちの思いや願いを知る

ために職業体験をしたり、インタ

ビューやインターネットなどで調

べたりして、必要な情報を収集し

ている。 

 

③ 収集した情報の中から、それぞ

れの企業や働く人たちに共通する

思いや願いを見つけ、自身が大切

にしていきたいことと関連付けて

考えることで、これからの自己の

生き方をより豊かにしようとして

いる。 

 

④ 働く人たちと自身の思いや願い

を関連付けて考え、分析した結果

を、相手や目的に合わせて効果的

な方法で表現している。 

① それぞれの企業や働く人との探

究活動を通して、自己の生き方を

見つめ直し、自己の変容に気付く

とともに、異なる意見や他者の意

見を受け入れて尊重しようとして

いる。 

 

② それぞれの企業や働く人たちの

思いや願いをグループで探る活動

を通して、働くことに関心をもち、

これからの自己の生き方に生かそ

うとしている。 

 

③ それぞれの企業で働く人との関

わりの中で見えてきた仕事に対す

る見方や考え方を、自分の将来と

重ねて考え、これからの自己の生

き方を見つめ直そうとしている。 

出会う学びの財・環境（ひと・もの・こと） 

・三島食品株式会社 佐伯 俊彦様 他職員一同 

・オタフクホールディングス株式会社 児玉 崇様 他職員一同 

・株式会社アンデルセン・パン生活文化研究所 亀岡 大介様 他職員一同 

・Pride of Hiroshima展   ・広島平和記念資料館   ・広島平和記念公園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小単元１ 

何のために働くのだろう？ 

小単元２ 

働く人が大切にしている思い

は？ 

小単元３ 

どう生きるのか？ 

課題の設定 

「将来の自分」についてアン

ケートをもとに話し合う。 

「人は何のために働いている

のか。」という問いについて

考える。（思①） 

（３ｈ） 

三社で働く人たちがどんな思

いで仕事に取り組んでいるの

か、その思いをどのように生

かした取組をしているのか考

える。(思①) 

（２ｈ） 

将来の自分のために、自分

が大切にしたいことについ

て考える。（主③） 

 

 

（１/２ｈ） 

情報の収集 

実社会で働く人たちが何のた

めに働いているのか知るため

に、三島食品・アンデルセ

ン・オタフクソースで働いて

いる人に話を聞いたり、見学

に行ったりする。（知②） 

（７ｈ） 

職業体験や働く人へのインタ

ビューやインターネットなど

で、企業が大切にしている理

念や働く人の思いについて調

べる。(思②)    

 

（１０ｈ） 

自分の興味・関心に沿った

生き方や仕事ができるよう

に目的に応じた方法で情報

を収集する。 

（主②） 

 

（４ｈ） 

整理・分析 

三社の歴史や取組、働く人た

ちの思いについて共有し、共

通点を考える。 

（思③） 

   

 

 

（２ｈ） 

働く人の思いを実現するため

に、やりたいこと・伝えたい

内容を考える。また、それが

本当に働く人の思いや願いに

つながっているのか、よりよ

くするためにはどうすればよ

いかを、話し合いで決める。 

(主①)     （１３ｈ） 

様々な生き方や考え方に触

れ、共通点や異なる点を見

出し、自分が大切にしたい

ことについて深める。 

（思③） 

 

 

（４ｈ） 

まとめ・表現 

三社で働く人たちが大切にし

ている思いについて、もっと

知りたいと思ったことをまと

め、自分がこれからも関わり

たい企業や人への思いをまと

める。（思④）  （３ｈ） 

働く人の思いや願いを実現す

るためにやりたいことを企業

にプレゼンし、実践する。 

(知③) 

 

（１５ｈ） 

これまで学習して考えた

「これからの自分の将来」

をもとに、相手意識を明確

にし、自分が大切にしたい

ことを伝える。 

（知①）  （５ｈ） 

探究の過程の構想 

何のために働くのだろう？ 

（１５時間） 

どう生きるのか？ 

（１５時間） 
働く人が大切にしている思いは？ 

（４０時間） 

光り輝く将来の夢とは？ 



自分の成長が一番大切だと思

います。まずは自分の成長が

感じられたらやりがいにつな

がると思ったからです。 

確かにそうかもしれないけれ

ど、他の人の幸せのために働く

のも大事だと思うよ。オタフク

で働いている方が、最初は自分

のお金のために働いていたけれ

ど、途中からお客さんの笑顔が

見たいという思いに変わって

いったという話をしていたよ。 

なるほど。そう

やって考える

と、他の人の幸

せのために働け

たらいいよね。

だったら、自分

の成長も大切だ

けど、違うもの

も大切にしてい

きたいな。 

そういえば、アンデルセン

に職場体験に行った時、亀

岡さんが食卓に幸せをとい

う会社の思いも話していた

よ。それと関係しているの

かもしれないね。 

７ 本時の目標 

それぞれの企業で働く人との関わりの中で見えてきた仕事に対する見方や考え方を、自分の将来と重ねて考

え、これからの自己の生き方を見つめ直すことができる。【主体的に学習に取り組む態度③】 

 

８ 本時の学習展開 

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

事
前 

０ 次時に向けての問いを立てる。 

 

 

 

 

本時の見どころ 

★事前学習による問いに対する自分なりの考えの確認。 

 

 

○ 三社で働く方が事前に作成したダイヤモンドランキ

ングを掲示しておくことで、多様な視点をもち、話し合

うことができるようにする。 

本
時 

１ 本時の問いを確認する。 

 

 

 

２ 問いに対する自分の考えを小グループ

で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小グループで話し合った事を全体で共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

 

５ 次時に向けての問いを作る。 

 

 

○ これまでの学習の子供の意見や思考の流れを整理し

教室の側面に掲示する。 

 

 

○ 話し合う視点を明確にするために、思考ツール（ダ

イヤモンドランキング）を活用する。 

 

〇 子供が主体的に話し合いに参加したり、思考が深ま

るような問い返しをしたりするために、問いに対する

考えを事前に見取っておく。 

 

〇 同じ問いを定期的に問うようにすることで、自分自

身の変容に気付くことができるようにしておく。 

 

○ 子供が友達の考えを自分事として聞くことができる

ように、自分の考えとの共通点や相違点などはないか

考えながら聞くように声を掛ける。 

 

 

○ 話し合う視点を明確にするために、小グループで話

し合った結果、自分の考えに変化があった部分につい

て全体で交流する。 

 

 

本時の見どころ 

★意見交流による思考の深まり。 

人は、何のために働くのだろう ～これまでの活動や三社との関わりを通して～ 

人は、何のために働くのだろう ～これまでの活動や三社との関わりを通して～ 

やっぱりぼくは自分を成長させるために働きたいです。自分は物を直すのが好きなので、自転車

屋さんになりたいと思っています。でも、まだまだ自分だけでは直せないので成長したいです。○

○さんが「自分の成長がやりがいにもつながる」と言っていたことも大切だと思いました。 

自分の将来を輝かせるためには 

なるほど。佐伯さ

んも自分だけでは

なくて、世の中の

誰かに必要とされ

ることが大切だと

も言っていたよ。 

自分は最初に自分の成長が一番大

切だと思っていました。でも、○

○さんのオタフクの方の話を聞い

て、考えが変わりました。一番大

切にしたいのは、お客さんを幸せ

にする仕事をすることです。 



事
後 

６ 次時までの時間を使って、本時での話

し合った内容を整理し自分の考えをも

つ。 

 

 

 

○ 考えをもつことをゴールにするのではなく、問いに

対して思考を重ねたことを認めるようにする。 
 

本時の見どころ 

★次の問いの確認。 

 
８－１板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

９ 本時の評価規準と目指す子供の姿 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【主体的に学習に取り組む態度③】 

それぞれの企業で働く人との関わ

りの中で見えてきた仕事に対する見

方や考え方を、自分の将来と重ねて

考え、これからの自己の生き方を見

つめ直そうとしている。 

（ノート・発言） 

〇 それぞれの企業で働く人との関わりの中で見えてきた仕事に対

する見方や考え方を、自分の将来と重ねて考え、これからの自己

の生き方を見つめ直そうとしている。 

・ やっぱりぼくは自分を成長させるために働きたいです。自分

は物を直すのが好きなので、自転車屋さんになりたいと思って

います、でも、まだまだ自分だけでは直せないので成長したい

です。○○さんが「自分の成長がやりがいにもつながる」と

言っていたことも大切だと思いました。 

・ これまでは、自分のためが大切だと考えていたけれど、○○

さんの「お客さんが笑顔になってくれるとうれしい」という話

を聞いて、その通りだなと思いました。自分のためだけでな

く、他の人にも喜んでもらえて、幸せにできる仕事がしたいと

思いました。 

 

１０ 本時の見どころ 

・ 「人は、何のために働くのか」について他者と対話することを通して、自己の考えと他者の考えやこれ

までの経験を結び付け、思考を深めようとする姿が見られるか。 

光り輝く将来の夢 問い「人は、何のために働くのだろう～これまでの活動や３社

との関わりを通して～」 

振り返り 

問い「自分の将来を輝かせるためには」 

○自分のため＋来たお客さんのた

めに働きたい 

○誰かの幸せが自分の幸せにつな

がりそう 

自分の成長 

家族 

人の幸せ 

チーム 

・自分も成長していきたい 

・自分の成長がやりがいにつながる 

・笑顔になってくれたらうれしい 

・喜んでもらえる仕事をしたい 

・自分だけでなく、家族

のことも考えて生活しな

いといけない 

・会社が大切にしている思い（

理念）を広げたい 


